
概要

この章では、CiscoNX-OSソフトウェアでサポートするインターフェイスタイプの概要を説明し
ます。

• インターフェイスに関する情報, 1 ページ

• 仮想化インターフェイス, 5 ページ

• インターフェイスのハイアベイラビリティ, 5 ページ

• インターフェイスのライセンス要件, 5 ページ

インターフェイスに関する情報
Cisco NX-OSは、サポート対象の各インターフェイスタイプの複数の設定パラメータをサポート
します。ほとんどのパラメータはこのマニュアルで説明しますが、一部は他のマニュアルで説明

します。

以下の表に、インターフェイスに設定できるパラメータの情報の入手先を示します。

表 1：インターフェイスパラメータ

解説場所パラメータ機能

「基本インターフェイスパラ

メータの設定」

説明、デュプレクス、エラー

ディセーブル、フロー制御、

MTU、ビーコン

基本パラメータ
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解説場所パラメータ機能

「レイヤ2インターフェイスの
設定」

レイヤ2アクセスおよびトラン
クポート設定

レイヤ 2

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Layer 2 Switching Configuration
Guide』

レイヤ2MAC、VLAN、プライ
ベート VLAN、Rapid PVST+、
Multiple Spanning Tree、スパニ
ングツリー拡張

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Security Configuration Guide,
Release 6.x』

ポートセキュリティ

「レイヤ3インターフェイスの
設定」

メディア、IPv4および IPv6ア
ドレス

レイヤ 3

Cisco Nexus 7000シリーズ
NX-OSインターフェイスコン
フィギュレーションガイドリ

リース 6.x

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Multicast Routing Configuration
Guide』

帯域幅、遅延、IPルーティン
グ、VRF

「ポートチャネルの設定」チャネルグループ、LACPポートチャネル

「vPCの設定」仮想ポートチャネルvPC

「IPトンネルの設定」GREトンネリングトンネル

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Security Configuration Guide,
Release 6.x』

Dot1X、NAC、EOU、ポートセ
キュリティ

セキュリティ

『Cisco NX-OS FCoE
Configuration Guide for Cisco
Nexus 7000 and Cisco MDS
9500』

Cisco NX-OS Release 5.2(1)か
ら、Cisco Nexus 7000シリーズ
スイッチ上で FCoE（Fibre
Channel over Ethernet）を実行で
きるようになりました。

FCoE
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Ethernet Interfaces
イーサネットインターフェイスには、アクセスポート、トランクポート、プライベート VLAN
（PVLAN）ホストポートと無差別ポート、ルーテッドポートがあります。

Access Ports
アクセスポートは 1つの VLANのトラフィックを送受信します。このポートのタイプはレイヤ 2
インターフェイスだけです。アクセスポートインターフェイスの詳細については、「レイヤ 2イ
ンターフェイスの設定」を参照してください。

Trunk Ports
トランクポートは複数の VLANのトラフィックを送受信します。このポートのタイプはレイヤ 2
インターフェイスだけです。トランクポートインターフェイスの詳細については、「レイヤ 2イ
ンターフェイスの設定」を参照してください。

PVLAN ホストと無差別ポート
プライベートVLAN（PVLAN）は、レイヤ 2レベルでのトラフィック分離とセキュリティを実現
します。PVLANは 1つのプライマリ VLANと 1つのセカンダリ VLANを 1つまたは複数組み合
わせたもので、プライマリ VLANはすべて同じです。セカンダリ VLANには 2種類あり、独立
VLANとコミュニティ VLANと呼ばれます。

独立 VLANでは、PVLANホストはプライマリ VLANのホストとだけ通信します。コミュニティ
VLANでは、PVLANホストは同じコミュニティ内の PVLANホスト同士およびプライマリVLAN
のホストとだけ通信し、独立VLANや他のコミュニティのVLANのホストとは通信しません。コ
ミュニティVLANは無差別ポートを使ってPVLANの外部と通信します。独立およびコミュニティ
セカンダリ VLANが組み合わされているにもかかわらず、プライマリ VLAN内のすべてのイン
ターフェイスはレイヤ 2ドメイン 1つだけで構成されており、必要な IPサブネットは 1つです。

PVLAN無差別ポートにレイヤ 3 VLANネットワークインターフェイスやスイッチ仮想インター
フェイス（SVI）を設定し、プライマリPVLANにルーティング機能を持たせることもできます。

PVLANホストおよび PVLAN無差別ポートの設定および他のすべての PVLAN設定の詳細につい
ては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching ConfigurationGuide』を参照してください。

Routed Ports
ルーテッドポートは、IPトラフィックを他のデバイスにルーティングできる物理ポートです。
ルーテッドポートはレイヤ 3インターフェイスだけで、スパニングツリープロトコル（STP）な
どのレイヤ 2プロトコルはサポートしません。ルーテッドポートの詳細については、「ルーテッ
ドインターフェイス」の項を参照してください。
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管理インターフェイス

管理イーサネットインターフェイスを使用して、Telnetクライアント、簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）、その他の管理エージェントを使用するリモート管理用ネットワークにデバ
イスを接続できます。管理ポート（mgmt0）は、自動検知であり、10/100/1000Mb/sの速度の全二
重モードで動作します。

管理インターフェイスの詳細については、『CiscoNexus 7000SeriesNX-OSFundamentalsConfiguration
Guide』を参照してください。このマニュアルにも、管理インターフェイスの IPアドレスとデフォ
ルト IPルーティング設定に関する情報を記載しています。

ポートチャネルインターフェイス

ポートチャネルは、複数の物理インターフェイスを集約した論理インターフェイスです。最大 8
つの物理ポートへの個別リンクを 1つのポートチャネルにバンドルして、帯域幅と冗長性を向上
させることができます。ポートチャネリングにより、これらの物理インターフェイスチャネルの

トラフィックをロードバランスさせることもできます。ポートチャネルインターフェイスの詳

細については、「ポートチャネルの設定」を参照してください。

vPC
仮想ポートチャネル（vPC）によって、2個の異なる Cisco Nexus 7000シリーズデバイスを物理
的に接続し、第 3のデバイスからは 1つのポートとして見えるリンクが実現します。第 3のデバ
イスには、スイッチやサーバなどあらゆるネットワーキングデバイスが該当します。すべてのデ

バイス上で全部で748本のvPCを設定できます。vPCはレイヤ2マルチパッシングを提供します。
vPCの詳細については、「vPCの設定」の項を参照してください。

サブインターフェイス

レイヤ 3インターフェイスとして設定した親インターフェイスに仮想サブインターフェイスを作
成できます。親インターフェイスは物理ポートでもポートチャネルでもかまいません。親イン

ターフェイスはサブインターフェイスによって複数の仮想インターフェイスに分割されます。こ

れらの仮想インターフェイスに IPアドレスやダイナミックルーティングプロトコルなど固有の
レイヤ3パラメータを割り当てることができます。サブインターフェイスの詳細については、「サ
ブインターフェイス」の項を参照してください。

VLAN ネットワークインターフェイス
VLANネットワークインターフェイスは仮想のルーテッドインターフェイスで、デバイスのVLAN
を同じデバイスのレイヤ 3ルータエンジンに接続します。レイヤ 3内部VLANルーティングが実
現できるようにVLANネットワークインターフェイス間をルーティングできます。VLANネット
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ワークインターフェイスの詳細については、「VLANインターフェイス」の項を参照してくださ
い。

ループバックインターフェイス

仮想ループバックインターフェイスは、常にアップ状態にあるシングルエンドポイントを持つ仮

想インターフェイスです。パケットが仮想ループバックインターフェイスを通じて送信される

と、仮想ループバックインターフェイスですぐに受信されます。ループバックインターフェイス

は物理インターフェイスをエミュレートします。サブインターフェイスの詳細については、「ルー

プバックインターフェイス」の項を参照してください。

トンネルインターフェイス

トランスポートプロトコル内部の任意のパケットは、トンネリングによってカプセル化されま

す。この機能は、簡単なインターフェイスを設定する仮想インターフェイスとして実装されてい

ます。トンネルインターフェイスにより、任意の標準的なポイントツーポイント（p2p）カプセ
ル化スキームの実装に必要なサービスが提供されます。リンクごとに個別のトンネルを設定でき

ます。詳細については、「IPトンネルの設定」を参照してください。

仮想化インターフェイス
複数の仮想デバイスコンテキスト（VDC）を作成できます。各 VDCは、インターフェイスを割
り当てることのできる、独立した論理デバイスです。VDCにインターフェイスを割り当てると、
現在の VDCが正しい場合のみこのインターフェイスを設定できます。VDCの詳細については、
『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration Guide』を参照してください。

インターフェイスのハイアベイラビリティ
インターフェイスは、ステートフル再起動とステートレス再起動をサポートします。ステートフ

ル再起動はスーパーバイザ切り替え時に発生します。切り替え後、Cisco NX-OSは実行時の設定
を適用します。

インターフェイスのライセンス要件
vPCには、ライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。NX-OSラ
イセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

IPトンネルには Enterprise Servicesライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式の詳細
と、ライセンスの取得および適用の方法については、『CiscoNX-OSLicensingGuide』を参照して
ください。
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他のインターフェイスにはライセンスが必要ありません。
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